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２００６年１０月１０日 

 

「Ｒｉｓｉｎｇ Ｅａｓｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ～やさしい未来が、ここからはじまる」

新タワーを核とした複合開発事業の開発コンセプトが決定！ 
エネルギー供給の新会社を設立 

新タワープロジェクト 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 

新東京タワー株式会社 

株式会社東武エネルギーマネジメント 

 
 東武鉄道株式会社（本社：東京都墨田区）と新東京タワー株式会社（本社：東京都墨田区）

では、東京都墨田区押上・業平橋地区において高さ約６１０ｍの新タワーを核とした多機能複

合型の開発プロジェクトの検討を重ねてまいりましたが、 

このほど開発コンセプトを決定しました。 

同地区の開発コンセプトは、「Ｒｉｓｉｎｇ Ｅａｓｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ～やさしい未来

が、ここからはじまる」（※Ｅａｓｔは、東京の東、日本の東、世界の東をあらわす）をキ

ーワードとし、以下のコンセプトで下町文化の歴史を受け継ぎつつ、デジタルタワーを中心と

した新しい都市文化の創造発信拠点の形成を目指すこととしました。 

■日本、下町のものづくりのＤＮＡを継承し、人々の交流が、新たな都市文化を創造する 

 「アトリエコミュニティ」 

■人に、地球に優しく、災害に強く、安全で安心して暮らせる「優しいコミュニティ」 

■先端技術、メディアが集積し、新しい日本、新しい東京を、世界へと発信するタワーを

核とした「開かれたコミュニティ」 

なお、上記の開発コンセプト等については、本日開催の「新タワー建設推進協議会」におい

て、報告いたしました。 

現在、新タワー建設予定地周辺では、約６．４ｈａの「押上・業平橋駅周辺土地区画整理事

業」が進められており、東武鉄道が土地区画整理事業区域の約４分の３を占める自社所有地を

活用し、新タワーと連動した商業・業務等の多機能複合開発を行います。これに先立ち、別紙

のとおり、同地区のエネルギー供給を一体的に担う新会社「株式会社東武エネルギーマネジメ

ント」を設立し、省エネ・環境にも配慮したまちづくりを目指してまいります。 

なお、新タワープロジェクトについては、本年７月にデザイン監修者、設計者を決定すると

ともに、地域をはじめ、広く皆様からのご意見を募集し、現在、デザイン事業者案の年内公表

に向け検討を重ねております。 

「Ｒｉｓｉｎｇ Ｅａｓｔ Ｐｒｏｊｅｃｔ」、エネルギー供給の新会社の概要は別紙のとお

りです。 
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（別紙２） 

 

 

 

 

「株式会社東武エネルギーマネジメント」の概要 

 

 新会社は、省エネ・環境面において、先見性を兼ね備える優れた街となるように、また廉価

なエネルギーコストにより、供給エリア全体に寄与することができるように、さらにはコミュ

ニティタンク（防災兼用蓄熱槽）により、地域社会に貢献ができるよう、エネルギー供給（熱

供給）事業を営むことを計画しております。 

 新会社の概要は、次のとおりです。 

 

１ 商 号  株式会社東武エネルギーマネジメント 

２ 本店所在地  東京都墨田区押上一丁目１番２号（東武鉄道本社内） 

３ 代表取締役社長  冨岡建治（西池袋熱供給㈱・錦糸町熱供給㈱両社社長） 

４ 資 本 金  １０百万円（東武鉄道１００％出資） 

５ 会社設立日 

（設 立 登 記） ２００６年９月２０日 

６ 会社の目的 

（１）地域熱供給に関する事業 

（２）個別建物熱供給に関する事業 

（３）熱供給施設関連機器の設計、施工、管理 

（４）熱供給設備の運営受託 

（５）発電並びに売電事業 

（６）エネルギーの効率利用や環境に資する設備の販売、リース、設置、運転及び保守 

（７）エネルギー利用に関する各種コンサルティング 

（８）前各号に関連又は付帯する一切の業務 

 

 なお、東武グループのエネルギー供給（熱供給）事業会社は、１９８５年開業の「西池袋熱

供給㈱」（本社：東京都豊島区）、２００２年に経営参画した「錦糸町熱供給㈱」（本社：東京

都墨田区）に次ぐ、３社目です。新会社は、今後、これまで蓄積してきた同事業のノウハウを

最大限活かし、機器の運転・メンテナンス等の連携も考慮に入れ、「新タワー」と周辺の街づ

くりプロジェクトの推進と軌を一に、事業化を図ってまいります。 

 

以 上 
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